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はじめに
このたびはコルグ ダイナミック・エフェクト／コントローラーKAOSS PADをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。KAOSS PADを末永くご愛用いただく

ためにも、取扱説明書をよくお読みになって正しい方法でご使用ください。また、取扱説明書は大切に保管してください。

各部の名称と機能

 

INPUTボリューム 
入力音の感度を設定します。 
ピーク・インジケーターが赤く点灯しないよ
うにツマミを回します。 

HOLDスイッチ 
このスイッチをONにすると、タッチ・パネルから指
を離しても、離す直前のエフェクトが保持されます。 

PROGRAM MAPキー（1～6） 
プログラムを1～6のキーに割り当てて、呼
び出すことができます。 
☞「プログラム・マップへの割り当て方法」 

PROGRAM/LOCATIONディスプレイ 
現在選ばれているプログラムの番号やタッチ・パネルに
触ったときのポイントの位置を表示します。 
☞「PROGRAM/LOCATIONディスプレイの表示内容」 

PROGRAMノブ 
プログラム（1～60）を選びます。 

FX ON/OFF、RECスイッチ 
エフェクト音とダイレクト音（生音）の切り替え、フレーズ
の録音をします。 
☞「サンプル／プレイ・エフェクト」 

タッチ・パネル 
指で擦ったり、タッピング（軽く叩く）して音色を操作
します。付属の保護シートを貼ってください。 

DC INジャック 
付属のACアダプター（KA111 12V 
700mA             ）を接続します。 

コード・フック 
コードがジャックから不用意に
抜けてしまうのを防止します。 

コネクション・スイッチ 
通常は、DIRECTで使用します。ミキサーのセンド／リターン・ループでKAOSS PADを使用
する場合は、FX LOOPにします。このときは、音色の生音成分がカットされます。 
プログラム1～10をFX LOOPで使用するときは、ミキサー側の信号をオフにしてください。 

マイク・トリム 
マイクの感度に合わせて、音がひずまないように
調整します。 

INPUT SELECT（入力セレクト）スイッチ 
MIC: マイク入力にエフェクトがかかります。 
PHONO: フォノ入力にエフェクトがかかります。 
LINE: ライン入力にエフェクトがかかります。 

フォノ入力端子 
ターン・テーブルを接続します。 

ライン・アウト端子 
ミキサー、オーディオ機器を接続します。 

 

グランド端子 
ターン・テーブルのグランド端子と接続します。 

MIDI OUT端子 

パワー・スイッチ 

ヘッドホン端子、ヘッドホン・ボリューム 

ピーク・インジケーター 

ライン・イン（入力）端子 
CDプレーヤーなどを接続します。 
モノラル入力時は、Lchに接続します。 

付属のプリセット・ガイド・シールを貼ってください。 
プログラムを選ぶときに便利です。 

マイク入力端子 
マイクを接続します。 

プログラム・マップへの割り当て方法

1 PROGRAM MAPキーを1つ押します。

2 PROGRAMノブで、割り当てるプログラムを選びます。
HOLDの設定を記憶するときはプログラムを選択後、HOLDスイッチをONにし、

タッチ・パネルに触ってポジションを設定します。

3 1のPROGRAM MAPキーを約2秒間、押したままにします。

タッチ・パネルの取扱いについて
タッチ・パネルは強く押したり、重い物をのせたり絶対にしないでください。乱暴に

扱うとヒビが入ったり、割れることがあります。また、表面を鋭利なもので擦ったり、

押したりするとキズがつきますので、必ず指先で操作してください。

お手入れは、必ず乾いた柔らかい布で軽く拭いてください。シンナーなどの有機溶

剤を使用すると、溶けることがあります。

PROGRAM/LOCATIONディスプレイの表示内容
プログラム切り替え時： プログラム・ナンバー（1～60）を表示します。

タッチ・パネル操作時： 触っているポジション（1.1～9.9、5.5でセンター）を表示します。

表示例

3.8 縦方向の位置（1～9）

横方向の位置（1～9）

HOLD ONのプログラムに切り替えると、プログラム・ナンバーを表示してからホール

ドされているポジションの表示になります。

仕様
● プログラム数： 60 ● 電源： DC 12V 

● 入力 ● 付属品： ACアダプター KA111

・ マイク・インプット端子： モノラル・フォーン・ジャック タッチ・パネル用保護シート

・ フォノ・インプット端子： ステレオ・ピン・ジャック プリセット・ガイド・シール

・ ライン・イン端子： ステレオ・ピン・ジャック ● 重量： 660g

● 出力 ● 外形寸法（W×D×H）： 203mm×177mm

・ ライン・アウトプット端子： ステレオ・ピン・ジャック ×58.5mm

・ ヘッドホン端子： ステレオ・ミニ・ジャック

FX ON/OFF エフェクト4・デプス（CC#94）＊ Bn 5E 7F/Bn 5E 00 FX ON/OFF

プログラム・チェンジ プログラム・チェンジ（1～60） Cn 00～Cn 38

n： MIDIチャンネル（初期設定： 1ch）

＊：送信するMIDIデーターをCC#1～CC#31、CC#64～CC#95の範囲で変更できます。MIDI

エディット・モード（☞「MIDIデーターの送信設定」）で、対応するスイッチを押しながらPROGRAM

ノブを回して、設定したいコントロール・ナンバーを選んでください。

設定済みのコントロール・ナンバーは、重複して設定できません。

MIDIデーターの送信設定
6個のPROGRAM MAPキーを同時に押すと、MIDIエディット・モードに入ります。その後、約10

秒間なにも操作をしないか、タッチ・パネルに触ると通常の状態に戻ります。

MIDIエディット・モードでは、下記の操作でMIDIデーターの送信設定を変更できます。

・ PROGRAMノブ： 送信MIDIチャンネルの設定（1～16）

・ PROGRAM MAPキー、FX ON/OFF、HOLDスイッチ： 各MIDIデーターの送信のON/OFF

（表の「送信ON/OFF設定」を参照）

エフェクト・プログラム・コントロール・パラメーター・リスト
NO. EFFECT X Y (-Y, +Y) Comment

1 LOW PASS FILTER FREQ DI/FX BALANCE, RESONANCE ゆっくり擦る

2 LOW PASS FILTER FREQ RESONANCE ゆっくり擦る

3 WAH FILTER FREQ DI/FX BALANCE, LFO DEPTH ゆっくり擦る

4 DIST+VOICE FILTER FREQ DIST GAIN ビートに合わせて速く擦る

5 DIST+L.P FILTER FREQ DIST GAIN ビートに合わせて速く擦る

6 DIST+L.P FILTER FREQ RESONANCE マイク入力に最適

7 PAN+FILTER PAN FREQ 擦る（1.1＜－＞9.9）

8 DIST+FILTER FREQ FX BALANCE, DIST GAIN ビートに合わせて速く擦る

9 ISOLATOR TYPE FILTER FREQ NO ASSIGN 低音をカット

10 DISTORTION GAIN LEVEL 好きなポジションで“HOLD”

11 PHASER FREQ (MANUAL) DI/FX BALANCE, RESONANCE ゆっくり擦る

12 PHASER LFO SPEED FREQ (MANUAL) ゆっくり擦る

13 LFO WAH LFO SPEED FX BALANCE ビートに合わせて速く擦る

14 STEP PHASER LFO SPEED MOD STEP ゆっくり擦る

15 DIST+PHASER LFO SPEED DIST GAIN ゆっくり擦る

16 MANUAL FLANGER DELAY TIME RESONANCE 左右にとてもゆっくり擦る

17 MANUAL FLANGER DELAY TIME RESONANCE 左右にとてもゆっくり擦る

18 PITCH SHIFT Lch PITCH Rch PITCH 擦る

19 TREMOLO LFO SPEED LFO DEPTH 擦る

20 STEP PHASER LFO SPEED RESONANCE ゆっくり擦る

21 TAPE ECHO TIME FX LEVEL, FEEDBACK 上下に擦る

22 DELAY TIME FX LEVEL スネアー・ドラムに合わせてタップ

23 DELAY TIME FX LEVEL, FEEDBACK 擦る

24 STEREO TAPE ECHO TIME FREQ 擦るまたはタップ

25 MEDIUM DELAY FEEDBACK FX LEVEL 速く擦る

26 LONG DELAY FEEDBACK FX LEVEL 速く擦る

27 X DELAY FEEDBACK FX LEVEL 擦るまたはタップ

28 TALK FILTER+DELAY FILTER FREQ DELAY LEVEL ビートに合わせて擦る

29 DIST+FILTER+DELAY FREQ DELAY LEVEL ビートに合わせて擦る

30 DELAY+FILTER FOR DUB TIME FREQ 擦るまたはタップ

31 REVERB (HALL) LOW CUT FX LEVEL スネアー・ドラムに合わせてタップ

32 GATE REVERB (HALL) LOW CUT FX LEVEL スネアー・ドラムに合わせてタップ

33 REVERB (PLATE) LOW CUT FX LEVEL スネアー・ドラムに合わせてタップ

34 GATE REVERB (ROOM) LOW CUT FX LEVEL スネアー・ドラムに合わせてタップ

35 DELAY+REVERB DELAY LEVEL REVERB LEVEL 好きなポジションで“HOLD”

36 DELAY+REVERB DELAY TIME FX LEVEL 好きなポジションで“HOLD”

37 TALK FILTER+REVERB FILTER FREQ FX LEVEL ビートに合わせて速く擦る

38 DIST+FILTER+REVERB FILTER FREQ REV LEVEL+RESONANCE スネアー・ドラムに合わせてタップ

39 REVERB+PAN PAN FX LEVEL 擦ってPANをコントロール

40 REVERB REVERB TIME FX LEVEL 好きなポジションで“HOLD”

41 STEP MODULATION MOD DEPTH FX LEVEL ゆっくり擦る

42 RING MOD+FILTER RING FREQ FILTER FREQ ランダムにタップする

43 RING+TALK MOD MOD SPEED RING FREQ 速く擦る

44 SPECIAL ECHO TIME FX LEVEL ランダムに擦る

45 RING+DELAY TIME RING+DELAY BALANCE ランダムに擦る

46 DELAY+TREMOLO TIME+LFO SPEED DLY+TREM X-FADE 円を描くように擦る

47 3D PAN PAN (L/R) NEAR/FAR 擦ってPANをコントロール

48 VIBRATE SPEED+DEPTH FX BALANCE 上下に擦る

49 STEP FLANGER FREQ (MANUAL) FEEDBACK ゆっくり擦る

50 STEP PHASER LFO SPEED FX LEVEL ゆっくり擦る

51 SAMPLE/PLAY1 LOOP TIME FX LEVEL タップして再生

52 SAMPLE/PLAY2 FORWARD/REVERSE FX LEVEL スクラッチするように擦る

53 SAMPLE/PLAY3 TIME STRETCH FX LEVEL 擦って“TIME STRETCH”をコントロール

54 SAMPLE/PLAY1 ( AUTO REC) LOOP TIME FX LEVEL タップして再生

55 SAMPLE/PLAY2 (AUTO REC) FORWARD/REVERSE FX LEVEL スクラッチするように擦る

56 SAMPLE/PLAY3 (AUTO REC) TIME STRETCH FX LEVEL 擦って“TIME STRETCH”をコントロール

57 SAMPLE/PLAY1 (DIRECT MIX TYPE) LOOP TIME FX LEVEL タップして再生

58 SAMPLE/PLAY2 (DIRECT MIX TYPE) FORWARD/REVERSE FX LEVEL スクラッチするように擦る

59 SAMPLE/PLAY1+PAN PAN LOOP TIME タップ（L＜－＞R）

60 SAMPLE/PLAY2+PAN PAN FORWARD/REVERSE タップ（L＜－＞R）

AUTO REC： RECスイッチを押した後、音が入力されると自動的に録音を開始します。

再度RECスイッチを押すと、録音が終了します。（マイクで声を録音するのに便利です）

サンプル／プレイ・エフェクト
入力したフレーズを録音し、タッチ・パネルの操作で再生するエフェクトです。

以下の手順で録音、再生します。

1 PROGRAMノブまたはPROGRAM MAPキーで、サンプル／プレイ・エフェクトを
選びます（プログラムNo. 51～60）。

RECスイッチのLEDが点滅し、録音待機状態になります。このときは、入力されて

いる音をそのまま出力します。

2 RECスイッチを押して、録音を開始します。

3 もう一度RECスイッチを押すと、録音が終了します。
RECスイッチのLEDが点灯します。

RECスイッチを押さなくても、録音の最大時間（プログラムによって異なります）ま

で録音され、自動的に終了します。

4 タッチ・パネルに触ると、録音したフレーズを再生します。
触ったポジションで音が変化します。変化のしかたは、プログラムにより異なります。

5 録音し直すときは、再度RECスイッチを押します。
前に録音したフレーズは消去され、新しいフレーズを録音します。

電源スイッチをOFFにしたりプログラムを変更すると、録音したフレーズは消去

されます。

MIDIの機能
工場出荷時には、下表のようなMIDIデーターを各操作によって送信します。

操　作 送信するMIDIデーター 送信ON/OFF設定

タッチ・パネルX方向
ピッチ・ベンド En 00 00～En 7F 7F PROGRAM MAP1

エフェクト・コントロール1（CC#12)＊ Bn 0C 00～Bn 0C 7F PROGRAM MAP5

モジュレーション・デプス1（CC#1）Y=5～9 Bn 01 00～Bn 01 7F PROGRAM MAP2

タッチ・パネルY方向 モジュレーション・デプス2（CC#2）Y=5～1 Bn 02 00～Bn 02 7F PROGRAM MAP3

エフェクト・コントロール2（CC#13）＊ Bn 0D 00～Bn 0D 7F PROGRAM MAP6

タッチ・パネルX+Y方向
エフェクト3・デプス（CC#93）＊ Bn 5D 00～Bn 5D 7F PROGRAM MAP4

（斜め方向）

タッチ・パネルON/OFF エフェクト2・デプス（CC#92）＊ Bn 5C 7F/Bn 5C 00 HOLDスイッチ

安全上のご注意

火災・感電・人身傷害の危険を防止するには以下の指示を守ってくだ
さい
  警告

●本製品を使用する前に、以下の指示をよく読んでください。

●付属のACアダプターは、必ずＡＣ１００Ｖの電源コンセントにACアダプターを差し込んでください。

●次のような場合には直ちに電源を切り、ACアダプター使用時はコンセントから抜きます。そして、コルグ営業
所またはお買い上げになった販売店に修理を依頼してください。
○ACアダプターの電源コードやプラグが破損したとき
○異物が内部に入ったり、液体がこぼれたとき
○製品が（雨などで）濡れたとき
○製品に異常や故障が生じたとき

●次のような場所での使用や保存はしないでください。
○温度が極端に高い場所（直射日光のあたる場所、暖房機器の近く、発熱する機器の上など）
○水気の近く（風呂場、洗面台、濡れた床など）や湿度の高い場所
○ホコリの多い場所

●修理／部品の交換などで、取扱説明書に書かれている以外のことは、絶対にしないでください。必ず最寄り
のコルグ営業所またはコルグ営業技術課に相談してください。

●ACアダプターのコードを無理に曲げたり、上に重いものを乗せたりしないでください。コードに傷がつき危険
です。

●本製品をヘッドホン、アンプ、スピーカーと組み合わせて使用した場合、設定によっては永久的な難聴にな
る程度の音量になります。大音量や不快な程度の音量で長時間使用しないでください。万一、聴力低下や
耳鳴りを感じたら、専門の医師に相談してください。

●本製品に、異物（燃えやすいもの、硬貨、針金など）や液体（水やジュースなど）を絶対にいれないでください。

●本製品およびACアダプターを分解したり、改造したりしないでください。

 注意
●本製品は正常な通気が妨げられることのない所に設置して、使用してください。

●本製品はマイクロコンピュータを使用した機器です。このため他の電気機器を接近して同時にご使用にな
りますと、それらに雑音が入ることがあります。逆に他の電気機器から本製品が雑音を受けて誤動作する場
合があります。

●ACアダプターをご使用になる場合は、必ず指定のものをご使用ください。他のアダプターをご使用になりま
すと故障の原因となります。また、使用後はACアダプターをコンセントから抜いてください。

●スイッチやツマミに必要以上の力を加えますと故障の原因となりますので注意してください。

●外装のお手入れは、必ず乾いた柔らかい布で軽く拭いてください。ベンジンやシンナー系の液体は絶対に
ご使用にならないでください。（コンパウンド質、強燃性のポリッシャーも不可）。

●ACアダプターをコンセントから抜くときは、絶対にコードを引っぱらないでください。故障の原因となります。

保証規定
ご注意（必ずお読みください）
この製品は、当社の厳密な製品検査に合格したものです。万一保証期間内に製造上の不備に起因する故障の生
じた場合は、下記の保証規定により無償修理いたします。

保証条件
1. 本保証書の有効期間はお買い上げ日より１ヶ年です。
2. 次の場合の修理は保証期間内であっても有料修理となります。
●消耗部品（電池など）を交換する場合。
●お取扱い方法が不適当のために生じた故障の場合。
●天災（火災、浸水等）によって生じた故障。
●故障の原因が本製品以外の、他の機器にある場合。
●コルグサービスステーション及び、コルグ指定者以外の手により修理、改造された部分の処理が不適当であっ
た場合。

●保証書に販売店名、お買い上げ日などが記入されていない場合、あるいは字句を書き替えられた場合。
●本保証書の提示がない場合。
●日本国外で使用される場合。
尚、当社が修理した部分が再度故障した場合は保証期間外であっても、修理した日より３ヶ月以内に限り無償
修理となります。

3. 保証期間が切れますと修理は有料になりますが、引き続き、製品の修理は責任を持ってさせていただきます。修理
用性能部品（電子回路など）は通常８年間を基準に保有しております。ただし外装部品（パネルなど）の修理は、
類似の代替品を使用することもありますのでご了承ください。

4. お客様が保証期間中に移転された場合でも、保証は引き続きお使いいただけます。移転先のコルグ製品お取り
扱い楽器店、またはコルグ営業技術課までお問い合わせください。

お願い
本保証書に販売年月日の記入がない場合は、無効となります。
※修理は、お買い上げの販売店に必ず本保証書を提示の上、ご依頼ください。記入不可能な場合はお買い上げ年
月日を証明できる領収書等と一緒に保管してください。

※本書は再発行致しませんので、紛失しないよう大切に保管してください。

アフターサービス
上記の保証規定によりアフターサービスをいたします。アフターサービスについてご不明の点は、下記へお問い合わせください。

▼▲▼　株式会社コルグ　▼▲▼

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ 〒168-0073 東京都杉並区下高井戸1-11-17 ☎ （03）5376-5022
東京営業所 〒168-0073 東京都杉並区下高井戸1-11-17 ☎ （03）3323-5241
名古屋営業所 〒466-0825 名古屋市昭和区八事本町100-51 ☎ （052）832-1419
大阪営業所 〒531-0072 大阪市北区豊崎3-2-1淀川5番館7F ☎ （06）6374-0691
福岡営業所 〒810-0012 福岡市中央区白金1-3-25第2池田ビル1F ☎ （092）531-0166
修理等のお問い合わせは最寄りの各営業所、または下記までお問い合わせください。

営業技術課 〒143-0001 東京都大田区東海5-4-1明正大井5号営業所 コルグ物流センター内

☎ （03）3799-9085

本書は上記の保証規定により無料修理を行うことをお約束するものです。お買い上げの日から満１年の間
に万一故障が発生した場合は製品と共に本書をお買い上げの販売店にご持参の上、修理をご依頼ください。

保証書 （日本国内有効）コルグ ダイナミック・エフェクト／
コントローラー　KAOSS PAD

お買上げ日 年 月 日

販売店名


